
面的整備

釧路市障がい者地域生活支援拠点等事業について 令和3年1月25日 スタート

障がいのある人の高齢化・重度化や「親亡き後」を見据え、地域資源を連携させて、地域での安全・安心な生活を送ることができるような

仕組みづくりを目指します。
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■グループホームの

空き室情報の把握・提供

■住宅入居等支援事業

居住支援機能 と 5つの地域支援機能

地域の体制づくり
■コーディネーターを配置

（基幹相談支援センター）

・コーディネーターが

緊急時の対応・支援体制の

構築の際に助言等を行います

・自立支援協議会に事例等の

報告を行い、地域の体制づくりを主導します

体験の機会・場の提供
■グループホームの

体験利用

5つの 地域支援機能
～地域で暮らす障がい者や家族を面的に支える～

ＰＤＣＡサイクルによる

機能の見直し

専門性の確保
■基幹相談支援センターによる

研修会の実施

■医療的ケア児等

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修

への参加

相談支援機能
■事前登録の相談

■事前登録シートの作成

緊急時の受け入れ・対応
■事前登録シートに基づく、地域定着支援

による緊急時対応や定員超過利用による

短期入所等での受け入れ

■訪問系サービス等による緊急時対応

■日中活動系サービス等による緊急時受け入れ など

事 前 登 録 → 緊 急 時 対 応


